
平成31年度　旭市水道事業会計予算の概要

※金額は、消費税及び地方消費税を含む。

１．予算の内訳

《収益的収支》

　収益的収支とは、水道施設の運転・管理など、事業を運営するための収支のことです。

　具体的には、収入は主に水道料金で、支出は受水費（東総広域水道企業団から水道水を購入

する費用）・減価償却費・人件費・修繕費などです。

（単位：千円）
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《資本的収支》

　資本的収支とは、水道施設を建設・整備するための収支のことです。

　具体的には、収入は給水申込納付金、負担金、出資金で、支出は主に建設改良費等や企業債

償還金（借入金の返済）であり、建設改良費の主なものは、ニ、江ヶ崎地区等の配水管布設工事

や飯岡、干潟地区の配水管布設替工事です。

（単位：千円）
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　資本的収支の不足額は、損益勘定留保資金などで補てんする予定です。
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２．業務の予定量

給水件数

年間給水量 6,242,002立方メートル

1日平均給水量 17,055立方メートル

主な建設改良事業
配水管布設工事　　　　　事業費　77,176千円
配水管布設替工事　　　 事業費　24,541千円

項目

20,488件

予定量


